


































【資料６】

実績値

R3.9月末

市町村立図書館等へ
の貸出冊数

　市町村立図書館等への貸出冊数については、前期（H30～R２）の行動計画で目標
値に届かなかったことから再度目標とした。
　なお、令和２年度の実績は62,946冊であったが、コロナ禍に入る前の平成29年度に
は74,861冊、平成30年には72,468冊を記録しており、新型コロナウイルスの感染状
況が変化すれば達成可能と捉えている。

37,160 75,000

市町村立図書館等の
運営相談件数

　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い運営相談の顕著な増加があったことから、
上記の貸出冊数に加えて、複数の指標により活動状況を測ることとした。
　なお、令和２年度の相談件数は108件であった。

76 120

県立学校等への貸出
冊数

　県立学校等への貸出冊数については、前期（H30～R２）の行動計画で目標値
31,000冊に届かなかったことから再度目標とする。なお、令和2年度の実績は18,841
冊であったが、コロナ禍に入る前の平成29年度には30,739冊、平成30年には32,999
冊を記録しており、新型コロナウイルスの感染状況が変化すれば達成可能と捉えて
いる。

8,886 31,000

学校貸出セットの新規
整備・改訂数

　新学習指導要領への対応、要望や需要の多いテーマの充実を図るため、学校貸
出セットを新規整備・改訂する。なお、昨年度の新規整備・改訂数は８セットであり、
それを上回ることを目標とした。
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4
課題解決
支援図書
館

(1)
課題解決支援、調査
研究機能の強化

パスファインダー及び
「図書館から世界
（ニュース）が見える」発
行件数

　パスファインダー及び「図書館から世界（ニュース）が見える」といったレファレンス
ツールの発行件数である。
　目標値「15」は、令和２年度の実績と同等の数値であるが、質の維持・向上を図り、
県民等の課題解決や調査研究に資するツールを発行することとしたい。

5 15

5

千葉県に
関する資
料や情報
の蓄積・
継承

(1)

千葉県関係資料の
計画的な収集整備、
保存及び情報発信
の推進

千葉県に関する情報発
信件数

　千葉県立図書館では、千葉県に関する資料を網羅的に収集、整理し、利用者へ提
供するとともに、千葉県に関する調査相談を全国から受けている。また、県内の図書
館職員を対象とした研修会も実施している。このような業務の中で担当者が身に付
けている技術を活かし、基本的な資料のリストやテーマ別資料リスト、調べ方案内
（パスファインダー）、調査事例を作成し一般に公開している。インターネットで公開す
ることで、利用者は来館せずに千葉県について調査する方法を知ることができ、同じ
資料を持つ最寄りの図書館での調査が可能となる。

11 40

(2)
図書館利用が
困難な人々への
サービスの充実

障害者サービス・多文
化サービス関連のコン
テンツの作成数

　近年、録音図書の利用は、図書館等からＣＤ等の媒体に入れたものを借りる形か
ら、サピエ図書館等から利用者が直接データをダウンロードして利用する形に移行し
ている。そのため、録音図書等のコンテンツを作成し、それらのデータをサピエ図書
館等にアップロードすることにより利用を促進することができる。
　目標値については、令和２年度実績は32タイトルのところ、25タイトルとしている。
令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の休館期間中にコンテンツ作成を進
めることができ、録音図書13タイトル、テキストデータ13タイトル、点訳絵本６タイトル
を製作できたが、通常開館を継続している状況にあっては同様のタイトル数の製作
は困難であり、録音図書８タイトル、テキストデータ13タイトル、点訳絵本２タイトル、
その他のコンテンツ（多文化サービス）又は録音図書・テキストデータ・点訳絵本の追
加２タイトルを目標とした。

13 25

(3)
情報発信機能の強
化

ツイッターの発信件数

　情報発信機能の強化において「積極的な広報・PRの推進」を掲げている。迅速か
つ柔軟な情報発信が可能なツイッターの発信件数は、この指標として適当と考え設
定した。

227 360

4 15

学校図書館への支
援の強化

  千葉県立図書館行動計画（令和３～５年度）評価指標一覧

博物館など関係機
関との連携の推進

連携事業の実施回数

　博物館、文書館、さわやかちば県民プラザ等の社会教育施設が連携することで、
県民へのより幅広いサービスを行う。各施設が実施している資料提供、調査相談、
読書案内、資料展示、講演会等を組み合わせることで、より多様な情報を提供でき
る。また、お互いに広報することで、多くの県民へのアプローチができる。
　医療施設や専門的な団体などへのイベントの講師依頼も、相互理解への端緒と
なっている。

6

知の創造
と循環を
生み出す
公共の場

(1)

(2)

地域の子どもの読書
環境整備の推進

2

地域の子どもの読書活
動の推進に資する刊行
物

　中央図書館では、教育委員会や図書館、関係機関・団体、関係者等の連携の拠点
（センター）として、「子どもの読書活動推進センター」というプロジェクトチームを設置
し、子どもの読書活動の推進を行っている。刊行物は、このセンターを広報する「セン
ター通信」のようなものを想定している。
　同センターでは従前から、児童サービス基礎研修会の実施や教科書単元・テーマ
別資料リストの作成、読み聞かせボランティア入門講座の開催など、図書館や学校、
関係機関等地域の関係者に資する子どもの読書活動推進事業を多岐にわたって実
施している。事業内容や実践例を総合的に紹介することで、関係者の参考となるよう
にしたい。
　令和３年度に第１号を創刊し、令和５年度までに年２回刊行の定期刊行物として軌
道に乗せることを目標とし、目標値を２としている。

0

　研修受講者の満足度については、前期（H30～R２）の行動計画で目標値を90.0％
としていたが、３年間とも平均で目標値を上回る実績を上げた。特に令和２年度は満
足度94.5％を記録した。これは、新型コロナウイルス感染症拡大防止策として、オン
ラインによる遠隔研修を実施し、遠隔地からの講師の招聘と全県的な受講が可能に
なったことが、満足度向上の一因になったものと考え、同レベルを今期の目標とし
た。

92.2% 94.5%

3
子どもの
読書活動
の推進

(1)

図書館職員研修セ
ンター機能の強化

研修受講者の満足度2
図書館職
員の資質
向上

(1)

1
図書館
ネットワー
クの発展

(1)
市町村立図書館等
への支援の強化

重点項目 評価指標 説明 目標値






